
 

  

 

 

経験から学ぶ             校長 小林 茂雄  

 今日は神奈川県公立高等学校選抜試験結果発表の日です。公立高校を受験した３年生の皆さん

にとっては正に運命の日だと思います。初めての入試という人生の関門で合否の結果は大きなこと

かと思います。どんな結果でもここまで皆さんが重ねてきた努力は本物です。その積み重ねてきた

努力を自信に繋げて次のステージに向けてスタートしてほしいと思います。 

先週、北京オリンピックが閉幕しました。男子フィギュアスケートの羽生結弦選手は公約通り４回転

半ジャンプ（ｸｱｯﾄﾞｱｸｾﾙ）にチャレンジして 4 位という結果でした。ショートプログラムでの不運もあ

りましたが、オリンピック３大会連続メダル入賞を逃した事実はきっと彼にとっては大きなことだった

に違いありません。そのことは試合後の『努力しても報われないことがあることに後悔している。』とい

う言葉に表れていると感じました。ただ、入賞はできなくてもあの演技と様々な報道が伝えた彼の努力

の様子を知って心を動かされた人は多いと思います。前人未到の４回転半ジャンプに懸けた時間と練習

量は半端なものではなかったと思います。羽生選手にとってその努力が報われなかったという事実、自

らの限界に挑戦し、まだ誰も成し遂げられなかったことを達成させることができなかった現実はき

っと誰にも理解できないくらい大きな経験だと思います。閉会式後、日本に戻ってきてから、ある番組

で今の心境を聞かれた時にも『今はまだ後悔しか無い。自分はそういう性格だから。』という言葉からそ

の結果の重みをさらに感じました。そしてその言葉の後に『誇りだけは残った』という言葉が羽生選手

から出たことは、努力は無駄ではないことと感じ、とても印象的でした。一番最近のコメントでは『努

力と結果の意味や、価値について深く考えさせられるこれからの人生にとっても大切な時間になりまし

た』と前向きなコメントが寄せられています。メダルという結果は得られなくとも、４回転半ジャンプ

がオリンピック史上、初めて公認されたことは彼の誇りとして刻まれたのではないかと感じました。 

夢や目標に向かって人生を歩み、日々を過ごすこと。誰もが大きな夢や目標をつかめることはできな

いかもしれないがその夢をえがいたり、努力することは誰でもできることです。そしてその夢に向かっ

て進むことでたとえ結果がついてこなくても重ねた努力や取り組みは、必ずその後の人生に進むための

糧となるのではないかと北京オリンピックの羽生選手から学んだ気がします。 

 

『人生は学校である。そこでは成功より失敗のほうが良い教師である。』ｳﾗｼﾞﾐｰﾙﾌﾘｰﾁｴ 
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中西便り 

＜学校教育理念＞  
 自立と貢献  健康と思いやり  対話と融和 

≪学校教育目標≫ 

 ～自分に適した生きる力を実現する子供を育てます。～ 

○より良い生き方を創るため、自ら学ぶ力を育てる（知） 
○豊かなかかわりを通して互いに認め合う心を育てる（徳） 
○自他の生命を大切にさせるとともに健やかな体を育てる（体） 
○社会の一員として貢献できる態度を育てる（公） 
○様々な人々とのコミュニケーションを通じて世界への視野を育てる（開） 
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生徒会オンライン交流会 

 ２月２日（水）の午後、横浜市教育委員会主催ESD 推進コンソーシアム

校の交流報告会がオンラインで行われました。参加校は全部で 4 校。本校

では生徒会本部役員が本年度の SDGｓの取組である『FOOD WASTE（食

品ロス）』、World Fut の方々とのオンライン会議、3 年生のギリシャとのオ

ンライン会議について発表しました。その他の学校では総合学習での取り

組みや SDGｓに関する意識調査、地域防災への参加や緑化活動、国際平和

スピーチコンテストで優勝した六浦中学校は国連でのユニセフ体験報告を

視聴しました。それぞれの学校の発表後、お互いの取組についての質問や、

SDGｓに向けて中学生ができることを話し合いました。 

同じ横浜の中学生同士が SDGｓについて意見交換ができたことはとても有意義で各校の今後の

取組の参考になったと思います。SDGｓ推進に向けて本校の生徒会活動や様々な学習が更に充実す

ることを期待しています。 

 

ＳＤＧｓ海外（ギリシャ）オンライン交流 

 ２月２１日(月)の午後、昨年に続きＳＤGｓの環境問題につ

いてギリシャとのオンラインによる海外交流を行いました。 

今年度のテーマは『フードロス』についてです。昨年度より

Wi-Fi 環境を整え、通信がしっかりできるようになりました。 

世界の他の国の同じ年代の生徒や先生方と環境についてお互

いに意見交換ができ、意思の疎通ができることは素晴らしい経

験だと思います。今回の経験を生かして環境問題についてどう行動していくべきか将来を見据えた

青年に成長することを期待しています。次回３月２日実施して終了の予定です。 

 

横浜市学校保健優良校 表彰 

1 月の学校たよりで本校の保健活動が横浜市の学校保健会より優

良校として選ばれたことをお知らせしました。表彰される横浜市学

校保健大会が残念ながらコロナの影響で中止となり、賞状と盾が贈

られてきました。日頃の保健活動に加え、食育、性教育、薬物防止

啓発教育などの外部の方々を招いて有意義な学習活動が行われてい

る事や保健委員会の日常的な保健防災活動や食育などの様々な学習

の取組が認められての表彰です。保健委員会の皆さんおめでとうございます。 



花壇の会 

 

 ２月２０日（日）の午後、２月の花壇の会を行い

ました。今年度最後の花壇の会でした。卒業式前の

花壇がすみれやパンジーなどの様々な花ですっか

り綺麗になりました。 

今年度 1 年間、綺麗な環境作りに貢献してくださ

った花壇の会の皆様、飯田副校長先生、本当にあり

がとうございました。 

 

SS教室増設計画（おやじの会・PTA役員） 

 ２月２０日（日）におやじの会のメンバーと PTA 役員の方  々

によってSS教室の増設のための荷物の移動とペンキ塗りを行い 

ました。来年度、SS 教室利用の生徒の増加や個々の対応のため 

に、現在大掃除のための道具置き場となっているB 棟図書室前 

の部屋を SS 教室とし増設することとなりました。そのために清 

掃用具を C 棟２階の文化祭準備倉庫まで運び、汚れていた壁と

天井をペンキで綺麗に塗りなおし、

教室として使えるようにしていた

だきました。参加者はおやじの会

のメンバーが１９人、PTA 役員が

１７人。とても手際良く作業して

いただいたお陰で予定時間を大幅に短縮でき、道具の移動は５０分弱、

ペンキ塗りも仕上げと片付けまで入れて３時間半強で終わりました。

雨上がりの足元の悪い中、お集まりいただき多くの重労働に感謝いた

します。ありがとうございました。 

次回３月１２日におやじの会の皆さんで床のワックスがけと窓の修

復等を行い、新しい教室の完成です。 

新入生保護者説明会（You Tube配信） 

  

２月９日(水)は新入生保護者説明会の開催日でした。本来なら新

入生の保護者の方にご来校いただいて体育館で説明会を行う予定

でしたが、コロナによるまん延防止等重点措置の延長に伴い、You 

Tube 配信へ変更しました。 

資料の配付につきましては、各小学校にご理解とご協力をいた

だきましたこと、感謝いたします。説明会の配信は 2 月中で終了

となりました。何かわからないことがありましたら直接学校にお問

い合わせください。 



心のなんでも相談室のご案内 

□学校ｶｳﾝｾﾗｰ来校日 毎週火曜日 

３月予定 8日・15日・22日 

□相談時間 ９時～１７時 

  事前の予約をお願いします。 

□場所 本校Ａ棟１Ｆ 教育相談室（保健室となり）  

相談日のみ直通電話  045-911-9671 

 

2 月にまん延防止等特別措置の延長に伴い、様々

な活動が制約されています。2 月中旬には校内で

の陽性者や濃厚接触者が複数出たため、一部の学

年で学級閉鎖を行いました。それに伴い、部活動

の活動休止と短縮授業の措置を取らせていただ

きました。 

定期テストが終わって部活動は再開いたしま

したが、授業においては感染状況を踏まえて引き

続き短縮授業を行います。生活のリズムの定着と

感染防止対策としてご理解とご協力をお願いい

たします。 

＜花壇の会のお知らせ＞  

３月の花壇の会は開催いたしません。本年度 1 年間、大変

お世話になりました。来年度もよろしくお願いいたします。 

3 月 9 日は第 31 回卒業証書授与式です。コロナ

禍ではありますが、感染予防のための距離を取っ

て体育館で挙行いたします。保護者の方は 1 名の

みの参列とさせていただきます。また来賓並びに

在校生の参加もありません。【PTA 会長と代表役

員は参列します】ご理解とご協力をお願いいたし

ます。（感染状況で変更の場合もあります。） 

卒業式予行及び三送会 

3月７日は午前中に卒業式予行練習と3年生を送る会

を行います。本来ならば在校生全員が参加して卒業式の

様子を体験する貴重な機会であり、お世話になった 3

年生を送る全校での式典でした。しかしコロナ禍で今年

度も在校生が作った映像等での送る会となります。な

お、生徒会本部役員、専門委員長 1・2 年生並びに中央

委員が在校生代表として参加します。 

 


